
復興から創⽣へ
－みんなが主役のまちづくり－
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気仙沼市
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⼈⼝及び世帯数の変化 1

※1，※2︓外国⼈登録者数を含まず（平成24年7⽉9⽇外国⼈登録法は廃⽌されました）

気仙沼市全体 外国⼈登録者数 ※1︓⼈⼝ 464 男 40 ⼥ 424 世帯数 402
※2︓⼈⼝ 264 男 37 ⼥ 227 世帯数 225

平成23年

2⽉末 ※1
（A）

平成24年

2⽉末 ※2

平成29年

9⽉末
（B）

平成30年

9⽉末
（C）

震災前
との⽐較

C－A

⼀年前
との⽐較

C－B

気
仙
沼
市
全
体

⼈⼝（⼈） 74,247 69,986 65,138 64,065 ▲ 10,182 ▲ 1,073
【増減率】 【▲13.7%】 【▲1.6%】

〔⾼齢化率〕 〔30.2%〕 〔30.4%〕 〔36.2%〕 〔36.9%〕

男（⼈） 35,950 33,879 31,693 31,137 ▲ 4,813 ▲ 556
⼥（⼈） 38,297 36,107 33,445 32,928 ▲ 5,369 ▲ 517
世帯数 26,601 25,555 26,422 26,458 ▲ 143 36

⾯
瀬
地
区

⼈⼝（⼈） 6,234 6,199 6,431 6,384 150 ▲ 47
【増減率】 【2.4%】 【▲0.7%】

〔⾼齢化率〕 〔22.6%〕 〔23.6%〕 〔30.6%〕 〔31.1%〕

世帯数 2,123 2,152 2,429 2,460 337 31

地区別の外国⼈登録者数データなし

※1，※2︓外国⼈登録者数を含まず（平成24年7⽉9⽇外国⼈登録法は廃⽌されました）



1. 復興の現状と
今後の事業展開

2.市⺠が主役の
まちづくりに向けて
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住宅環境－災害公営住宅整備事業等－
（1）災害公営住宅整備事業（平成30年9⽉末時点）
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（2）復旧事業で整備した集会場・コミュニティセンター

空室については，未だに住宅再建⽅法が決定していない被災者の申込みに対応する⼾数を
確保したうえで，なお空室が⾒込まれる住宅について，⼀般の⽅々を対象に年４回（6⽉･9⽉･
12⽉･3⽉）実施している定期募集で⼊居者を募集します。

住宅名 整備
⼾数

⼊居確定・
申込世帯数

⼊居済
世帯数

退去
世帯数

空き室
⼾数

市営⾯瀬
中央住宅

⼾建 51⼾ 52世帯 52世帯 1世帯 0⼾

⻑屋 58⼾ 59世帯 57世帯 3世帯 2⼾

施設名 所在地 ⾯積 構造・階数 完成時期

鶴巻コミュニティ
センター

松崎鶴巻
164番地34 172㎡ ⽊造平屋 平成30年9⽉



住宅環境－⾯瀬地区内の応急仮設住宅（プレハブ型）の
⼊居状況と集約・解体撤去予定－

（１）応急仮設住宅（プレハブ型）の⼊居状況（平成30年10⽉1⽇時点）

（２）応急仮設住宅（プレハブ型）の集約・解体撤去予定（平成30年10⽉現在）

団地数 建設⼾数 ⼊居⼾数
【⼊居率】 ⼊居世帯数 ⼊居者数

5団地 190⼾ 7⼾
【3.7％】 7世帯 １４⼈

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

―
・⾯瀬中学校
・岩⽉宝ヶ沢 北
・松崎⾼⾕

―
・⾯瀬ふれあい
・岩⽉宝ヶ沢 南
※解体スケジュールは今後
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住宅環境 －⼟地区画整理事業－ 5

鹿折地区
約42.0ha

魚町･南町地区 約
11.3ha

南気仙沼地区 約
32.5ha

事 業 区 域

凡 例

市役所

安波山

松崎片浜地区約
4.8ha

地区名 整備面積 事業認可 施工期間

鹿折 約42.0ha H24年度
H24～31年

度

南気仙沼 約32.5ha H24年度
H24～32年

度

魚町・南町 約11.3ha H25年度
H25～32年

度

松崎片浜 約4.8ha
H30年度
（予定）

H30～31年
度（予定）



※■ 土工…切り土・盛り土などの工事，構造物…橋・トンネルなどの工事

6.5km

3.0km

7.3km

1.7km

7.1km

4.0km

2.0km

6.0km

4.0km

4.2km

3.0km

124.8km

121.8km

114.5km

112.8km

105.7km

101.7km

99.7km

93.7km

89.7km

85.5km

仙台港北ICから 2018年度 2019年度 2020年度

舗 装 工 等

土 工

構 造 物
未 定

標 識 設 置

土 工
構 造 物

舗 装 工 等
標 識 設 置

標 識 設 置

標 識 設 置

標識設置

標識設置

舗 装 工 等

舗装工等

舗 装 工 等

舗装工等

土 工 土 工
構 造 物 構 造 物

復興のリーディングプロジェクト －三陸沿岸道路－
区 間 距 離

土 工

構 造 物

開 通 済 み

開 通 済 み

開 通 済 み

未 公 表

開 通 済 み

開通済み

3.5km
128.3km
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復興のリーディングプロジェクト －三陸道気仙沼湾横断橋－

⇒斜張橋では東北地⽅最⻑になる⾒込み
橋の全⻑︓L=1,344m（斜張橋部分︓L=680m）

至 陸前高田

至 仙台

平成26年 6⽉29⽇ 着⼯式開催
平成29年 3⽉ ⾼架橋部上部⼯⼯事着⼿
平成29年 7⽉ 橋梁部上部⼯⼯事着⼿
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平成29年3⽉ 橋桁架設完了

本⼟側 ⼤島側

浪板橋 磯草

平成30年度末 完成予定 （約5.5km）

平成31年度
完成予定
（約1.0km）

平成30年度末 完成予定 浪板橋 〜【気仙沼⼤島⼤橋】〜 磯草 約5.5km 
平成31年度 完成予定 東⼋幡前 国道45号 〜 浪板橋 約1.0km
平成32年度 完成予定 磯草 〜 浦の浜 約1.5km

約8.0km

浦の浜

東八幡前
国道45号

一般県道 大島浪板線 （愛称）気仙沼大島龍宮海道

平成32年度
完成予定
（約1.5km）

事 業 区 間 （約8.0㎞）

復興のリーディングプロジェクト －⼤島架橋－

橋⻑︓L=356m中路アーチ型
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施設名 概要 完成予定
年度

1.新⿂市場

密閉型低温売場を有した⾼度衛⽣管理対応型⿂市場。
●構造・階数 C,D棟︓プレキャストPC造 2階建て

E棟:プレキャストPC造 ３階建て
●延床⾯積 C,D棟:17330.51㎡

E棟:10143.77㎡
●⽔揚げ対象船 C,D棟:まぐろ延縄船・⼤⽬流し網船

E棟︓施網船・さんま棒受け網船
●クッキングスタジオの整備

CD棟2階海側に⿂⾷普及の推進を図るため
クッキングスタジオを整備。
⾯積︓185㎡
講師⽤調理台︓１台
⽣徒⽤調理台︓12台

平成30年度

2.復興祈念公園

東⽇本⼤震災による犠牲者に対する追悼と鎮魂の場であると
ともに，防災への想いを新たにする場，地域の再興を実感しつ
つ未来永劫の安寧を祈る場として，復興祈念公園を整備。
●場所 「陣⼭」地内外
●⾯積 約2.3ha
●整備内容 復興祈念公園施設検討委員会において検討中

（モニュメント，震災犠牲者の銘板，寄附者の銘板，
駐⾞場，休憩施設，トイレ，待避所等を整備予定）

平成32年度

主な着⼯中または今後着⼯を予定する市の復旧・復興事業 9



主な着⼯中または今後着⼯を予定する市の復旧・復興事業
施設名 概要 完成予定

年度

３ 気仙沼市ま
ち・ひと・し
ごと交流プラ
ザ

東⽇本⼤震災により被災した「気仙沼市観光物産センター（エース
ポート）」及び「勤労⻘少年ホーム」については，合築による再建を進
め，施設名称を「気仙沼市まち・ひと・しごと交流プラザ」とし，平成
31年2⽉開設を⽬標に整備を進めている。

当該施設は従前の２つの施設機能である観光・地場産業の振興や勤労
⻘少年の健全な育成と福祉の増進に加え，対話・共創の場としての「ま
ち⼤学構想」推進の拠点として活⽤していくものである。

●構造・階数 鉄⾻・鉄筋コンクリート造 3階建て
●敷地⾯積 2,025.76㎡
●延床⾯積 2,403.38㎡
●施設構成
＜主な諸室＞

１階:観光情報コーナー，貸事務室，貸スタジオ（録⾳室），
チャレンジショップ，ワークスペース１･２，交流サロン３，
管理室，駐⾞場

２階:貸スタジオ，キッズコーナー，２階ラウンジ，軽運動室，
交流サロン１･２，ポートデッキ

３階:⾳楽室，談話スペース，展望ラウンジ，和室，研修室１･２，
展望デッキ

※交流サロン1・2・3，ワークスペース1・2は「□ship」として
使⽤

平成30年度
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施設名 概要
完成予定

年度

4.震災遺構・
震災伝承館

東⽇本⼤震災の記憶と教訓を地域と世代を超えて⼈々に伝えると
ともに，防災・減災教育の充実や市内外の⼈々の多様な交流の促進
を図る拠点として「震災遺構」及び「震災伝承館」を整備。
●場所 波路上瀬向９番地１ ●敷地⾯積 25,083.35㎡
●延床⾯積11,119.83㎡

平成30年度

5.南気仙沼復
興市⺠広場

公園・広場の機能を集約し，多⽬的な利⽤を図り，市⺠の憩いの
場，スポーツや運動の場として整備。
●全体⾯積 約5.2ha
●整備内容 多⽬的グラウンド，多⽬的広場，駐⾞場，トイレ，等

平成32年度

6.防災公園

平常時における⽇常的な公園利⽤の他，津波襲来時に避難が遅れ
た⼈の⼀時避難地として，避難築⼭を含む防災公園を整備。
（１）南気仙沼地区（全体⾯積 約2.0ha）
●整備内容 避難築⼭，広場，駐⾞場，トイレ，四阿等
（２）松崎尾崎地区（全体⾯積 約2.9ha）
●整備内容 避難築⼭，広場，駐⾞場，トイレ，四阿等

平成32年度

主な着⼯中または今後着⼯を予定する市の復旧・復興事業 11



平成30年度 道の駅「新・大谷海岸」検討委員会に
おいて，基本計画及び詳細設計を決定

平成31年度 管理運営受託者の決定 整備着工
平成32年度 工事完了⇒リニューアルオープン

今 後 の ス ケ ジ ュ ー ル

主な着⼯中または今後着⼯を予定する復旧・復興事業
7 ⼤⾕海岸 道の駅「⼤⾕海岸」
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1. 復興の現状と
今後の事業展開

2.市⺠が主役の
まちづくりに向けて
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第２次 総合計画

世界とつながる 豊かなローカル
将来像

対話･共創･協働による
「市⺠が主役のまちづくり」

仕
組
み

イ
メ
ー
ジ

課題を｢⾃分ごと｣として捉え、
・チャレンジする
・チャレンジを応援する
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市の計画をみんなで考える

市民参加 ⇔ 行政参加

参加者が起点となった実践

地域の役割を考え行動する

震災遺構・伝承館での語り部活動

【気仙沼市第２次総合計画】
市民ワークショップ

【階上まちづくり協議会】
中越地震震災遺構視察

「防災フェスタ」

22協働のまちづくり(例)

「みちくさプロジェクト」
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復興まちづくり協議会
運営費補助⾦

地域活性化⽀援員の設置

まちづくり協議会の運営に必要な
経費の⼀部を補助します。
■対象団体の要件

震災からの復興に向けたまちづくり
に関する協議や活動を主たる⽬的とし
て組織され，⾃治会その他地域団体と
連携した団体であることなど。
■補助⾦額

地域住⺠等の世帯数及び事業所数に
応じ5万から100万円まで
■補助対象経費
・会議資料，広報誌，パンフレット等
の作成に要する費⽤
・まちづくり協議会構成員の意向把握
に関する費⽤
・まちづくり計画の作成に関する費⽤
等
■平成28年度実績 ９協議会
■平成29年度実績 ８協議会
■平成30年度実績 ４協議会

（平成30年10⽉1⽇現在）

地域活性化⽀援員をまちづくり
協議会に配置します。

市が委嘱し配置した地域活性化⽀
援員は、まちづくり協議会の事務局
員として事務を⾏いながら，地域の
調査・点検や課題の整理，課題解決
に向けた取り組みを⾏います。

■対象団体の要件
気仙沼（2区域），⿅折，松岩，

新⽉，階上，⼤島，⾯瀬，唐桑，本
吉の各地区を対象として，まちづく
り活動をしている組織で，⾃治会そ
の他地域団体と連携した団体である
ことなど。

■配置⼈数
まちづくり協議会毎に各１名

■平成29年度実績 ３協議会
■平成30年度実績 ５協議会

（平成30年10⽉1⽇現在）

（平成29年度〜）（平成25年度〜）

まちづくり協議会への⽀援
市では，震災からの復興や地域の活性化に向けて地域住⺠が主体的に組織し活動するまち
づくり協議会に対して⽀援を⾏うとともに，まちづくりの担い⼿の育成を⾏っています。

拠点の確保

公⺠館のまちづくりセン
ター化の検討

検討経過等は次ページを
参照
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【背景】
東⽇本⼤震災後，市内各地域において，復旧・復興に関する市⺠活動が活発化し，まちづくり

に関わる団体が設⽴されるようになった中で，⽣涯学習施設である公⺠館が，地域にとってより⾝
近で様々な活動に利⽤されることが求められています。

【検討の経過】
7⽉13⽇ 市職員（地域づくり推進課・教育委員会⽣涯学習課等）による， ⼀関市への先進地視察
8⽉23⽇ 各地区⾃治会連絡協議会・まちづくり協議会等を対象に視察報告会を開催

【⼀関市における市⺠センター化の概要】
①市⺠センターとは

②公⺠館のエリアを単位とした地域で，⾃治会等の様々な団体で構成された「地域協働体」が市⺠センター
の指定管理を受けるとともに，地域づくり事業を実施

③公⺠館から市⺠センターへの円滑な移⾏
(公⺠館時と同数の職員配置，指定管理開始後1年間は公⺠館職員の配置，本庁及び⽀所へ地域担当職員の配置など)

⇒  これから，地域の皆さんと話し合いながら，気仙沼市に合った形の
まちづくりセンターを検討していきます

第２次気仙沼市総合計画（抜粋）
基本⽬標Ⅰ－1【対話・共創・協働】「市⺠が主役のまちづくりの推進」

③公⺠館の多機能化・まちづくりセンター化の検討

地域の⽣涯学習の拠点としての機能
（従来の公⺠館機能）

地域づくりの拠点としての機能
（地域の特性を活かした地域づくり）＋

公⺠館のまちづくりセンター化の検討



〇気仙沼経営⼈材育成塾
有限責任監査法⼈トーマツの協⼒を得て，数

字に強い経営者の養成を⽬指し開講。
■実績 Ⅰ期 平成29年11⽉〜翌年3⽉ 11⼈

Ⅱ期 平成30年12⽉〜翌年5⽉予定

〇気仙沼の⾼校⽣マイプロ
ジェクトアワード
⾼校⽣のまちづくりへの参加意識の醸成と，

卒業後，積極的に地域で活躍する⼈材の育成を
⽬的とする連続セミナー。
■実績 第Ⅰ期（平成29年度）修了者数:7名

第Ⅱ期（平成30年度）受講者数:14名

〇ぬま⼤学
10代〜30代の若者を対象に，地域に対する

当事者意識の醸成と企画⼒の向上を図る連続セ
ミナー。
■実績 第Ⅰ期（平成27年度）修了者数:13名

第Ⅱ期（平成28年度）修了者数:13名
第Ⅲ期（平成29年度）修了者数:10名
第Ⅳ期（平成30年度）受講者数:10名

〇アクティブコミュニティ塾
40代以上の⽅々を対象に，地域における⾃ら

の⾏動計画を作成し地域で活躍する⼈材を育む
連続セミナー＆ワークショップを開催。
■実績 第Ⅰ期（平成28年度）卒業者数:13名

第Ⅱ期（平成29年度）卒業者数:12名
第Ⅲ期（平成30年度）受講者数:25名

■講師 東北学院⼤学教授等

〇アクティブ・ウーマンズ・カレッジ
10代〜40代の⼥性を対象に，前向きな⾏動意

欲を持った⼥性の育成を⽬的とする連続セミ
ナー＆ワークショップを開催。
■実績 第Ⅰ期（平成28年度）卒業者数:13名

第Ⅱ期（平成29年度）卒業者数:14名
第Ⅲ期（平成30年度）受講者数:27名

■講師 明治⼤学教授等

26⼈を中⼼としたまちづくり－⼈材育成－ 18

ｺﾐｭﾆﾃｨ

女 性

産業人材

高校生

若 者



19

考えてみましょう
｢⾃分の地域の課題は何だろう︖｣

対話･共創･協働による
「市⺠が主役のまちづくり」

課題を｢⾃分ごと｣として捉え、
地域のみんなと共有し、
・チャレンジしてみよう
⾃分でチャレンジできない時は、
・⼈のチャレンジを応援しよう
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市⺠⼀⼈ひとりが気仙沼の
まちづくり･｢わくわく｣づくりの
主役（担い⼿）です。

ご協⼒をお願いします。



－復興「ありがとう」ホストタウン－ 21

◇復興「ありがとう」ホストタウンってなに︖

◇インドネシア共和国からの⽀援

「復興五輪」と称される東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会を契機に，震災時に支援してくれた海外の国・地域を相
手とし，被災時の支援に感謝を示しつつ，当地に招き交流を行ったり、復興のプロセスを見て頂いたりする取り組みとして政府が
創設したものです。

平成２３年６月にユドヨノ大統領が気仙沼市を訪問し、復興
資金として２００万ドルの寄付をしていただきました。

地震の被害により使用できなくなった気仙沼図書館の建設
費の一部として活用させていただき，平成３０年３月３１日
に開館しました。館内の児童図書エリアの名称を「ユドヨノ
友好こども館」と名付け、インドネシアからの震災復興支援
の象徴としています。

ユドヨノ友好こども館の前で（H30.8.4)

◇インドネシア共和国との絆を深めよう︕︕
２０２０東京オリンピック・パラリンピックの開催を契機に，インドネシアの
皆さんに復興支援への感謝の気持ちを表し，様々な形で交流を深め，
日本へやってくるインドネシア選手団を市民の皆さんで応援しましょう

気仙沼市は平成３０年７月２７日，これらの復興支援への感謝と交流を目的に
インドネシア共和国を相手国として復興「ありがとう」ホストタウンに登録しました。

◇復興「ありがとう」ホストタウンに登録



⼤島側

宮城オルレ －気仙沼・唐桑コースの開設－

■オルレとは？

韓国・済州島から始まったトレッキングコー

スの名称です。もともとは済州の言葉で「通り

から家に通じる狭い路地」という意味です。

■宮城オルレ「気仙沼・唐桑コース」の開設

宮城オルレ「気仙沼・唐桑コース」が，平成30年10月7日（日）に

オープンしました。

唐桑半島の美しいリアス海岸や森の道を巡り，海とともに生き

てきた人々の暮らしを感じる10㎞のコースです。

コースには，100を超えるリボンや矢印，見どころを示すカンセ

といったオルレ特有の標識が設置され，誰でも自由に歩くことが

できます。
コースMAP

矢印 リボンカンセ

山，海岸線などの自然や民家の脇の古い路

地など地域の文化を感じながら，自分なりの

ペースでゆっくりと歩き楽しむ徒歩観光です。
宮城オルレは，九州に次いで日本で2番目

に認定され，気仙沼・唐桑コースは宮城オル

レの１番目のコースです。

22



本⼟側 ⼤島側
橋⻑︓L=356m中路アーチ型

気仙沼の観光がおもしろい －ちょいのぞき気仙沼－ 23
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3. 各地区・地域の課題
本⽇の「懇談テーマ」
担当から内容を説明した後、皆さまからご意⾒をいただきます。

①⽣活環境・コミュニティについて P25
②保健福祉について P29
③インフラについて P30
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懇談テーマ①⽣活環境・コミュニティについて（1/4）
①現在の課題 ②地域の皆さまが取り組ん

でいる・取り組みたい内容
③課題解決に向けて市
に求めるもの 市の考え⽅・⽅向性

鶴巻⼆区の調整池の
公害問題
（害⾍発⽣）

調整池の⼤⾬時の容
量は。

市ではどのようにと
らえているか。

・容量は、50年に1回の確率で降る⾬
⽔に対応。

・昨年度、造成後初めて堆積⼟砂の撤
去し、今年も７⽉に清掃済。

・ユスリカ等の害⾍が、今年５⽉下旬
に⼤量発⽣したため、薬剤を散布し
対応済。次年度以降は、⼤量発⽣前
に薬剤散布を検討。

【住宅⽀援課】

⾯瀬地区「地区の課題」

調整池②

調整池①

調整池の⼤きさ
調整池は50年に１回の確率で降る⾬⽔（１時間当たり

77.5ｍｍ、１⽇当たり210.2ｍｍ）を貯める⼤きさで、
調整池から出る⾬⽔は、⽔路が溢れないように量を絞っ
ており、調整池に貯められる⾬⽔量は次のとおり。
・調整池①︓4,393⽴⽅メートル
・調整池②︓2,063⽴⽅メートル

調整池①と②で⾬⽔を貯める量に違いがあるのは、
調整池に流れ込む⾬⽔の範囲（⾯積）が違うため。
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懇談テーマ①⽣活環境・コミュニティについて（2/4）
①現在の課題 ②地域の皆さまが取り組ん

でいる・取り組みたい内容
③課題解決に向けて市
に求めるもの 市の考え⽅・⽅向性

上沢⼀区ため池の害
⾍発⽣と除草対策

ため池内に雑草が⽣
い茂り、仮に転落して
も周りから⾒えにくく
危険。害⾍防除の観点
からも除草の実施。

併せて、ため池の注
意看板の設置。

・昨年度、⽼朽化した⽊製防護柵と排
⽔施設を補修済。

・今年度、安全確保対策としての除草
と注意喚起看板の設置を実施予定。

・今後の維持管理について、地元⽔利
組合や⾃治会の⽅々と相談します。

【農林課】
⾯瀬川流域 ⾯瀬川流域の浚渫

（しゅんせつ）と除草。
川沿いの市道・歩道

を含む拡張整備。
（以前も提出）

・パトロールにより、河川機能を損な
わないよう適正な維持管理。

・県管理区間の⼀部、鶴巻バス停付近
の浚渫(延⻑約120m)を、本年9⽉
下旬着⼿、10⽉上旬完了。

・市道⾯瀬川線の防集団地⼊⼝から⾯
瀬橋下流付近までの区間(延⻑約
960ｍ)の拡張整備については、平
成32年度内に策定する市道整備計
画の中で検討。

【⼟⽊課】

⾯瀬地区「地区の課題」
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懇談テーマ①⽣活環境・コミュニティについて（3/4）
①現在の課題 ②地域の皆さまが取り組ん

でいる・取り組みたい内容
③課題解決に向けて
市に求めるもの 市の考え⽅・⽅向性

三陸⾃動⾞道路の
騒⾳とプライバシー

防⾳対策と⽬隠し
対策。

・三陸沿岸道路本吉気仙沼道路（Ⅰ期）
の開通後の騒⾳調査を国⼟交通省仙台
河川国道事務所が１０⽉に実施。

・調査結果は、依頼のあった⽅々に対
し、個別に説明等を実施。

・⽬隠し対策は、国が個別に対応。
・市は、住⺠の⽅々からの要望等を速

やかに国に伝達。
【三陸道・⼤島架橋・唐桑最短道整備促進課】

⾯瀬公⺠館の現状
・駐⾞場がかなり狭い
・会議室が狭い
・災害発⽣時の拠点と

して様々な⾯におい
て不⼗分である

・調理設備がないため
料理教室ができない

⾯瀬公⺠館の早期
建設。

⾯瀬公⺠館建設の
⾒通し。

・施設整備は、他の公⺠館の整備と併
せ今後検討。
（詳細は次ページ）

【⽣涯学習課】

⾯瀬地区「地区の課題」



⽣活環境・コミュニティ －⾯瀬公⺠館の建設－ 28

担当課 ⽣涯学習課 連絡先 22-3442

⾯瀬公⺠館（⾯瀬地域ふれあいセンター）
≪施設の概要≫

建設年度︓ ①平成15年3⽉ ②平成29年9⽉
構 造︓ ①軽量鉄⾻造平屋建

②鉄⾻造平屋建
延床⾯積︓ ①213㎡ ②39㎡
敷地⾯積︓ １，７７０㎡
駐⾞台数︓ 約４０台

（⼀部仮設住宅⽤に使⽤）
主な施設︓ 多⽬的ホール・会議室

≪公⺠館再建（建設）に向けた取り組み≫

① 被災した中央公⺠館の再建を優先
・・・平成３２年度完成予定

② ⽼朽化した新⽉公⺠館の新築
・・・平成３２年度完成予定

③ ⾯瀬公⺠館は、被災した公⺠館の再建および
新⽉公⺠館の後とし、他の公⺠館と併せて検
討

●駐⾞場の確保については、仮設住宅撤去後の敷地を活⽤
●狭隘な事務室を解消すべく、平成29年９⽉に事務室兼交流室を購⼊
●災害発⽣時は、⼩中学校を拠点として使⽤
●調理設備については、施設の建設と併せて検討



29

懇談テーマ①⽣活・コミュニティについて（4/4）
①現在の課題 ②地域の皆さまが取り組ん

でいる・取り組みたい内容
③課題解決に向けて
市に求めるもの 市の考え⽅・⽅向性

ＢＲＴ千岩⽥駅 ＢＲＴ千岩⽥駅設
置の進捗状況とそれ
に伴う接続道路の整
備。

・（仮）岩⽉駅について、本年７⽉の
地域公共交通会議で協議し、ＪＲに
要望書を提出済。ＪＲでは来春の設
置に向けて調整中。

・国道45号から（仮）岩⽉駅までの接
続道路は、千岩⽥１３号線の拡幅・
舗装⼯事が本年度末までに完了予定。

【震災復興・企画課】

⾯瀬地区「地区の課題」

懇談テーマ②保健福祉について
①現在の課題 ②地域の皆さまが取り組ん

でいる・取り組みたい内容
③課題解決に向け
て市に求めるもの 市の考え⽅・⽅向性

保育所問題 認定こども園の
設置に関する、市
の⽅針の提⽰。

・新⾯瀬公⺠館建設促進期成同盟会の要望を踏
まえ、⽤地は、⾯瀬公⺠館の近隣地を基本と
し、早期に推進。

・⺠間事業者との役割分担を考慮し、保育施設
を整備。

【⼦ども家庭課】

新駅位置

コンビニ

ガソリン
スタンド

宝千会館
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懇談テーマ③インフラについて
①現在の課題 ②地域の皆さまが取り組ん

でいる・取り組みたい内容
③課題解決に向けて
市に求めるもの 市の考え⽅・⽅向性

市道整備 ⾺場橋の拡張整備 ・⾺場橋(下⾚⽥橋 橋⻑8.9m、幅員3.8m)の具体
的な整備計画は未定。

・拡張整備については、平成32年度内に策定する
市道整備計画の中で検討。

・欄⼲の腐⾷等、補修や維持管理を⾏い、通⾏の
安全対策に努⼒。

市道整備 ⾚⽥地区の道路拡
張⼯事の要望あるが
未解決

・市道宝ヶ沢１号線の道路整備は、平成32年度内
に策定する市道整備計画の中で検討。

・当⾯は路⾯補修などの維持管理を実施。
【⼟⽊課】

⾯瀬地区「地区の課題」



インフラ －⾯瀬地区市道等の災害復旧及び整備の状況－ 31

◆市道の整備状況◆市道の整備状況 ※位置図は次⾴参照

◆漁集事業による集落道整備◆漁集事業による集落道整備

担当部署︓⼟⽊課
⽔産基盤整備課

№ 箇所図
番号（※） 路線名等 内容 延⻑(m) 幅員

(m) 現在の状況 着⼯年⽉
(予定)

完了年⽉
（予定)

１ ① 基幹農道（⽥中⾚⾙線） 改良・舗装 650.0 9.5 ⽤地・補償 H31.6 H33.3

２ ② ⾯瀬川線（⾯瀬橋下流） 改良・舗装 158.0 9.5 ⽤地・補償 H31.6 H33.3

３ ③ 萱原ノ沢線 改良・舗装 700.0 9.5 ⽤地・補償 H31.6 H32.3

４ ④ ⾯瀬川線（県道〜防集団地） 改良・舗装 1,370.0 9.5
⽤地・補償

⼯事中（137.0m） H30.9 H33.3

計 2,878.0

◆東⽇本⼤震災により被災した市道の復旧
復旧路線数 10路線 L＝3,852.9m

うち 完了 2路線 L＝ 469.9m
うち⼯事中 3路線 L＝1,380.0m
うち⼯事予定 5路線 L=2,003.0m

◆市道の整備状況
整備路線数 ４路線 L=2,878ｍ（うち⼯事中延⻑L=137.0ｍ）

◆漁集事業による集落道整備
整備路線数 3路線 Ｌ=1,262m

№ 位置図
番号（※） 路線名等 内容 延⻑(m) 幅員(m) 現在の状況 着⼯年⽉

(予定)
完了年⽉
（予定)

１ ⑪ 川原1号集落道 改良・舗装 339 5.0 ⼯事中 H29.7 H31.8

２ ⑫ 川原2号集落道 改良・舗装 431 5.0 ⼯事中 H29.12 H31.3

3 ⑬ 川原3号集落道 改良・舗装 492 5.0 ⽤地取得中 H30.11 H31.9

計 1,262.0

◆漁集事業における集落道整備
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33

面 瀬 地 区

◆市道災害復旧路線

路線名 延長(m) 状況

① 面瀬川線 1,168.1 工事中

② 馬場上赤田線 314.0 H31年度予定

③ 中瀬高谷線 274.3 H31年度予定

④ 尾崎1号線 129.3 工事中

⑤ 尾崎2号線 172.3 H31年度予定

⑥ 尾崎6号線 130.9 H31年度予定

⑦-1 港岩井崎線 705.8 H31年度予定

⑦-2 港岩井崎線 405.7 H31年度予定

⑧ 千岩田1号線 196.8 完了

⑨ 台ノ沢長平線 273.1 完了

⑩ 星谷4号線 82.6 工事中

◆漁集事業整備路線

路線名 延長(m) 状況

⑪ 川原1号集落道 339.0 工事中

⑫ 川原2号集落道 431.0 工事中

⑬ 川原3号集落道 492.0 H30年度予定



34市道の整備⽅針について－市道整備の優先度及び道路整備計画－

現在，復旧・復興事業を優先していることから，新たな市道整備計画は，
復旧・復興事業が完了する⾒込みである平成３２年度内に策定予定

◆道路整備計画策定スケジュール

※ 策定にあたっては，公共施設等総合管理計画及び橋梁⻑寿命化修繕計画との整合性を図る
とともに，各種施策や財源の⾒通し，財源確保等を考慮

年度 実施内容

平成30年度

・評価基準や整備優先度等の審査を⾏う会議体を設置
・補助事業の採択可能性等，財源確保の⾒通しを盛り込んだ道路整備計画策定の
⽅針案を定める
・⾃治会要望路線等を含め，現地調査を実施

平成31年度
・現地調査のとりまとめ
・路線毎の評価，整備⽔準，優先度の案を作成
・地区毎の説明会を開催し，整備計画案を策定

平成32年度
・整備計画案を基に，地区毎の説明会，パブリックコメント等を実施
・最終検討を⾏い，道路整備計画を策定

担当課 ⼟⽊課 連絡先 22-6600 内線572・575


